
次期埼玉県がん対策推進計画（体系図・素案）
（平成３０年度～平成３５年度）

資料３

全体目標
　　　　　　（重点取組）

個別目標
　（●：新規　４、　○：継続　１０、　△修正　２、　×廃止　９）

目標値
　（●：新規　３、　○上方修正　２、　△：現行どおり　７）

　予防対策の推進（生活習慣の改善）

・喫煙や受動喫煙の健康影響についての正
しい知識の普及
・妊婦や子育て家庭への喫煙・受動喫煙防
止対策の推進

○成人の喫煙率の減少（喫煙をやめたい者がやめる）
△12%

○がん検診受診率 △５０％（胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、乳がん）

○がん検診受診推進サポーター・がん検診県民サポーター養成者
数

○２７，０００人

●精密検査受診率 ●９０％（胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、乳がん）

　女性のためのがん対策の推進 ・女性のがん検診受診率の向上
（再掲）○がん検診受診率
×乳がん検診マンモグラフィ読影認定医数

△５０％（子宮がん、乳がん）

　
・肝炎対策
・子宮頸がん予防対策

○肝炎医療研修会受講修了者数 ○２，６００人

○小児がん拠点病院を整備・充実を図る ━

　小児がん・AYA世代のがんへの対策の
　充実

・小児がん医療体制の充実
・AYA世代のがん対策の推進

○小児がん医療連携体制を構築する ━

×県立小児医療センターの新病院整備により機能を強化する

●がん登録の精度基準 ●DCO10％未満、DCN20%未満、IM比2.0以上

●がん登録情報の利活用 ●全市町村

×県内のがん患者の実態を把握している割合

×緩和ケアセンターの整備数

△がん診療に携わる９割以上の医師が緩和ケア研修を終了して
いる拠点病院

△すべての拠点病院

○地域統括相談支援センターの設置数 △１か所

○がん文庫の設置 △すべての拠点病院

×がん患者サロンの設置

○ピアサポーターによる対応可能な相談支援センター △すべての拠点病院

×（仮称）がん在宅療養相談支援センターの設置数

×在宅療養支援診療所数

●訪問診療を実施する医療機関数 ●１，０７５所

×がん患者の在宅看取り率

　がんの教育と普及啓発
・一人ひとりががんを予防していくための教
育や普及啓発

（再掲）○がん検診受診推進サポーター・がん検診県民サポーター
養成者数

○２７，０００人

　働く世代へのがん対策の充実 ・就労等の社会的な問題への対応
△社会保険労務士等の就労等に関する専門家の相談対応が可
能な相談支援センター

△すべての拠点病院

・切れ目のない在宅医療・介護サービスの
連携体制の構築

・緩和ケア提供体制の充実
　がんと診断された時からの緩和ケアの推
　進

　がん登録の推進 ・がん登録の精度の向上

　３　がんとの共生

　がん患者の在宅医療の推進

×県立がんセンターの新病院整備により機能を強化する
○拠点病院のがん治療専門医を増やす ━

　１　がん予防

　２　がん医療の
充実

　がん検診の受診率及び質の向上

・官民連携による受診の勧奨
・市町村でのがん検診プロセス指標の改善
や活用への支援
・精密検査未受診者に対する受診再勧奨の
推進

・県立がんセンターの機能強化
・放射線療法、化学療法、手術療法の更な
る充実とチーム医療の推進
・がん医療に携わる医療従事者の育成

科学的根拠
に基づくがん
予防・がん検
診の充実
～がんを知
り、がんを予
防する～

患者本位の
がん医療の
充実
～適切な医
療を受けら
れる体制を
充実させる
～

尊厳を持って
安心して暮ら
せる社会の
構築
～がんになっ
ても自分らし
く生きること
のできる地域
共生社会を
実現する～

具 体 的 な 取 組

感染に起因するがんへの予防対

策

がん医療の充実とこれらを専門的に
行う医療従事者の育成

・患者とその家族にとって活用しやすい
相談支援体制の充実情報提供・相談支援の充実


